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O2Farm は大忙しの田植えシーズン真っ最中！皆さまはいかがお過ごしでしょうか。 

 

今年もまた、田んぼに苗が植わっていきます。

植えてからの数日は心もとなげに水や風に揺ら

れる稲の苗。ところが、いったん根が張り出す

と見違えるようにたくましくなるのです。これ

から収穫まで、常に作業や気がかりなことはあ

るのですが、基本的には水と太陽の光があれば

育つのが植物。私たちは、稲が育ちやすい環境

を作るだけ。丈夫な苗を育てる事と、稲が育ち、

おいしいお米を実らせる田んぼにする事に、頭

と体を使います。 

 

種まきからおよそ２週間で、苗は１５cm 位にまで成長します。その

頃には根がびっしりと張っていて、苗を持ち上げると１本ずつではなく、

みんなくっついてくるほど。我が家はビニールハウスが小さいので２回

に分けて苗作りをするのですが、前半で３００箱以上。軽トラックに積

んで、それぞれの田んぼに必要な分を運びます。毎年、誰かしら手伝い

が来てくれたり、エリも一緒に運んだりしていたのですが、今年は耕太

が１人。翌日は手がしびれたようになるのですが、１人ではさぞかしき

つかったはず。でももうすぐ３児の父になる耕太は、苗運びが終わった

後には子供たちの相手までしてくれました。 

 

耕太にとっては６回目の田植え。６０歳まで毎年やっても、

あと３０回も作れないんですね～。そんな中、今年は新しい事

にも挑戦しました。苗の病気を防ぐためにお酢やお湯に浸して

種もみを殺菌してみたり、丈夫な苗をつくるために例年より低

温で管理して、有機液肥を施してみたり。農薬や化学肥料と違

い、効果が目にみえてすぐにあるわけではないのですが、害も

少ないのも有機栽培のいいところ。周りの諸先輩からは「苗が

凸凹してるねぇ」と言われましたが、田んぼに植えたらそれ

なりに立派に見えて一安心。植え方もずいぶん真っ直ぐ行く

ようになりました。それにしても、田植え機って本当にスゴ

イ。毎年感心してしまいます。苗箱から出した苗を田植え機

の後ろに積むと、並んだ６つの「爪」が３～５本ずつくらい

の苗をとっては土の中に植えていきます。「爪」は２つずつ

セットになっていて、回転しながら取っては植え、取っては

植え、としていくわけです。言葉ではなかなかそのスゴさが

伝わらないような気がしますが、これが見ていて本当にほれ

ぼれするような作業なのです。 
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１回目の苗を田んぼに運び出したら、すぐに２回目の種を蒔

きます。今度も約３００箱。そして前半の田植えが終わったら、

すぐに後半の田植えに向けて代掻きや畦塗りをします。とにか

く春は慌しいのです。来年はハウスをもう一つ建てて、省力化

ができればなぁと計画中です。代掻きは、１つの田んぼで２回

ずつします。１回目は「荒代（あらしろ）」といって、土と水

を混ぜていきます。こうすることで、冬の間に乾燥していた土

が粘土状になり、田んぼに水を張っても水がすぐに浸み込んで

いかないようになるのです。２回目は「植代（うえしろ）」と

いい、丁寧に田んぼを均す作業です。特におあしす米を育てる

田んぼは、しっかり平らにしておかないと、コイが深いところ

にばかり集中してしまったり、アイガモも高い所にはあまり行

きたがらなかったりするので、慎重に田んぼをならします。 

 

こんな多忙な毎日ですが、お楽しみだってあるんです。それは去年から始めた「田んバ」！

水を張った代かき前の田んぼで泥んこになりながらバレーボールをするのです。昨年試しに

近所の友人たちとやってみたところ、これが面白いのなんの。いい大人が泥まみれでボール

を追うのですから。「来年はぜひ参加したい」という声が多かったので、今年は前もって「田

んバ南阿蘇 2008」を企画。当日はあいにくの雨模様で、気温も低かったのですが、総勢３

０名ほどの参加で大いに盛り上がりました。大会終了後は近くの温泉へ。夜の部は、あか牛

のバーベキューとドイツ風ホットワインで参加者同士の交流をはかりました。やみつきにな

りそうです。 

 

ころでこの田んバ、今年はスポンサーつきの開催でした。農村環境整備センターの「田

ん

 

と

ぼの学校企画コンテスト」に応募したところ、見事に賞金を頂いたのです。「田んぼの学校」

というのは、田んぼや水路、ため池、里山などを遊びと学びの場として活用する環境教育事

業だそうで、近所の仲間たちとつくっているサークルで、田んぼバレーや案山子づくりコン

テスト、田んぼのカレンダー作りなどを企画して応募していたものです。詳しくは、ホーム

ページもご覧下さい（http://www.tanbonogakko.net/）。 

 

そんなこんなであっという間に過ぎた１ヶ月。２５日に予定されているおあしす米生産組

合主催の「田植え体験＆あいがもツアー」の申し込みもまだ受け付けております。ぜひご参

加ください！また、先月号でもお知らせしましたが、Ｏ２ファー

ムがテレビに登場します。テレビ朝日系で、６月１日(日)の

14:00～15:25 の放送。「鳥越＆上田の環境ばらえてぃ ふるさ

とを救えＳＰ 芸能人も地球環境を考えてみました」という８５

分番組です。もしお時間がありましたら、冷やかしにでもご覧下

さい。それでは皆さま、どうぞお元気で。 


